
４

西
大
西
洋
海
域
以
外
の
大
西
洋
の

海
域
に
お
け
る
く
ろ
ま
ぐ
ろ
の
日
別

の
漁
獲
数
量
、
採
捕
の
順
序
を
示
す

番
号
別
の
重
量
及
び
正
午
位
置

翌
日

平成™˜年�月š˜日 金曜日 第œ˜™›号官 報
〇
文
部
科
学
省
告
示
第
百
二
十
五
号

補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
七
十
九
号
）
第
二
十
六
条
第

二
項
及
び
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関

す
る
法
律
施
行
令（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
文
部
省
所
管
の
補

助
金
等
に
関
す
る
事
務
を
都
道
府
県
教
育
委
員
会
が
行
う

こ
と
と
な
っ
た
件
（
平
成
十
二
年
文
部
省
告
示
第
五
十
八

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

文
部
科
学
大
臣

塩
谷

立

「
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金
」
を
「
学
校
情
報
通
信

技
術
環
境
整
備
事
業
費
補
助
金
、
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補

助
金
」
に
改
め
、「
、
国
宝
重
要
文
化
財
等
保
存
活
用
施
設

整
備
費
補
助
金
、
国
宝
重
要
文
化
財
等
保
存
施
設
整
備
費

補
助
金
」
を
削
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
八
十
七
号

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
労
働
省
令
第

二
十
三
号
）
第
一
条
の
四
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平

成
二
十
一
年
八
月
一
日
（
以
下
「
適
用
日
」
と
い
う
。）以

後
の
同
項
に
規
定
す
る
自
動
変
更
対
象
額
を
次
の
よ
う
に

変
更
し
、
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
十
三
号

（
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
五
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
自
動
変
更
対
象
額
を
変
更
す
る
件
）
は
、
平
成

二
十
一
年
七
月
三
十
一
日
限
り
廃
止
す
る
。
た
だ
し
、
適

用
日
前
の
日
に
係
る
就
職
促
進
手
当
の
日
額
の
算
定
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

Å
添

要
一

一

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
三
項
に
規
定

す
る
賃
金
日
額
の
最
低
額

四
千
四
十
円

二

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
就
職
促
進
手
当
の
日
額
の
算
定
に
当
た
っ
て
百

分
の
八
十
か
ら
百
分
の
五
十
ま
で
の
率
を
乗
ず
る
賃
金

日
額
の
範
囲
と
な
る
額

四
千
四
十
円
以
上
一
万
千
六

百
八
十
円
以
下
の
額

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
八
十
八
号

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
労
働
省
令
第

二
十
三
号
）
第
一
条
の
四
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平

成
二
十
一
年
八
月
一
日
（
以
下
「
適
用
日
」
と
い
う
。）以

後
の
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
控
除
額
を
次
の
よ
う
に
変

更
し
、平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
十
四
号（
雇

用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
八
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
控
除
額
を
変
更
す
る
件
）
は
、
平
成
二
十
一
年
七
月

三
十
一
日
限
り
廃
止
す
る
。
た
だ
し
、
適
用
日
前
の
日
に

係
る
就
職
促
進
手
当
の
日
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

Å
添

要
一

千
三
百
二
十
六
円

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
八
十
九
号

厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
評
価
療
養
及
び
選
定
療
養

（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
九
十
五
号
）
第

一
条
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め

る
先
進
医
療
及
び
施
設
基
準
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省

告
示
第
百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、

平
成
二
十
一
年
八
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

Å
添

要
一

第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九
十
三

無
拘
束
型
多
点
感
圧
シ
ー
ト
セ
ン
サ
を
用
い

た
検
査
（
閉
塞
性
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
が
強
く
疑

わ
れ
る
症
状
（
習
慣
性
が
あ
る
激
し
い
い
び
き
、
日

中
の
傾
眠
等
を
い
う
。）及
び
所
見
（
肥
満
、
薬
物
療

法
に
対
し
て
抵
抗
性
を
有
す
る
高
血
圧
等
を
い
う
。）

が
認
め
ら
れ
る
者
又
は
中
枢
性
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候

群
が
強
く
疑
わ
れ
る
慢
性
心
不
全
の
者
に
係
る
も
の

に
限
る
。）の
施
設
基
準

イ

主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
に
係
る
基
準

\

専
ら
呼
吸
器
内
科
、
循
環
器
内
科
、
神
経
内

科
、
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
又
は
精
神
科
に
従
事
し

て
い
る
こ
と
。

]

呼
吸
器
専
門
医
、
循
環
器
専
門
医
、
神
経
内

科
専
門
医
、
耳
鼻
咽い
ん

喉こ
う

科
専
門
医
又
は
精
神
保

健
指
定
医
で
あ
る
こ
と
。

^

当
該
療
養
に
つ
い
て
一
年
以
上
の
経
験
を
有

す
る
こ
と
。

_

当
該
療
養
に
つ
い
て
、
当
該
療
養
を
主
と
し

て
実
施
す
る
医
師
と
し
て
三
例
以
上
の
症
例
を

実
施
し
て
い
る
こ
と
。

ロ

保
険
医
療
機
関
に
係
る
基
準

\

内
科
、
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
又
は
精
神
科
を
標

榜
し
て
い
る
こ
と
。

]

実
施
診
療
科
に
お
い
て
、
常
勤
の
医
師
が
配

置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

^

病
床
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

_

医
療
機
器
保
守
管
理
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

`

当
該
療
養
に
つ
い
て
、
三
例
以
上
の
症
例
を

実
施
し
て
い
る
こ
と
。

a

院
内
で
終
夜
睡
眠
ポ
リ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（
携
帯

用
装
置
を
使
用
す
る
も
の
を
除
く
。）を
実
施
す

る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

第
三
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
八

内
視
鏡
下
手
術
用
ロ
ボ
ッ
ト
を
用
い
た
冠
動
脈

バ
イ
パ
ス
手
術
（
虚
血
性
心
疾
患
に
係
る
も
の
で

あ
っ
て
、
一
箇
所
を
吻
合
す
る
も
の
に
限
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
十
九
号

指
定
漁
業
の
許
可
及
び
取
締
り
等
に
関
す
る
省
令
（
昭

和
三
十
八
年
農
林
省
令
第
五
号
）
第
二
十
四
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
年
七
月
十
六
日
農
林
水
産
省
告

示
第
千
五
十
七
号
（
指
定
漁
業
の
許
可
及
び
取
締
り
等
に

関
す
る
省
令
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
遠
洋

か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業
及
び
母
船
式
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁

業
に
つ
き
報
告
す
べ
き
事
項
及
び
方
法
を
定
め
る
件
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
一
年
八
月
一
日

か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

石
破

茂

表
第
二
項
中
「
４
か
ら
７
ま
で
」
を「
５
か
ら
８
ま
で
」

に
改
め
、
同
表
第
三
項
中
「
と
そ
れ
以
外
の
大
西
洋
の
海

域
」
を「（
以
下
「
西
大
西
洋
海
域
」
と
い
う
。）」に
改
め
、

「
日
別
」
の
下
に「（
採
捕
し
な
か
っ
た
日
を
除
く
。）」
を

加
え
、
同
表
第
四
項
中
「
５
か
ら
７
ま
で
」
を
「
６
か
ら

８
ま
で
」
に
改
め
、
同
表
第
八
項
中
「
４
か
ら
７
ま
で
」

を
「
５
か
ら
８
ま
で
」
に
改
め
、
同
表
中
同
項
を
第
九
項

と
し
、第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
三
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
八
百
二
十
六
号

道
路
運
送
車
両
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二

百
五
十
四
号
）
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
運
送
車

両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
三
十
四

条
第
二
項
の
町
村
を
指
定
し
た
の
で
、
同
令
第
五
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
年
国
土
交
通
省
告
示
第
六
百
八

十
一
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

一
義

栃
木
県
の
項
中
芳
賀
郡
の
項
中
「
二
宮
町
」
を
削
り
、

群
馬
県
の
項
中
多
野
郡
の
項
中
「
吉
井
町
」
を
削
り
、
静

岡
県
の
項
中
「
庵
原
郡

由
比
町
」
及
び
「
志
太
郡

大

井
川
町
」
を
削
り
、熊
本
県
の
項
中
下
益
城
郡
の
項
中「
富

合
町
」
を
削
り
、
福
岡
県
の
項
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

糟
屋
郡

粕
屋
町

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
二
百
二
十
六
号

海
上
保
安
庁
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
九
十

六
号
）
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
海
上
保
安
庁
の
船
舶

の
番
号
及
び
標
識
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

海
上
保
安
庁
長
官

鈴
木

久
泰

海
上
保
安
庁
の
船
舶
の
番
号
及
び
標
識
の
一
部
を

改
正
す
る
告
示

第
一
条

海
上
保
安
庁
の
船
舶
の
番
号
及
び
標
識
（
昭
和

二
十
四
年
海
上
保
安
庁
告
示
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
巡
視
艇
の
部
中
「
PC
113

な
つ
づ
き
」
を
「
PCPCPC

113

な
つ
づ
き

114

お
き
ぐ
も

115

あ
わ
ぐ
も
」
に
改
め
る
。

第
二
条

海
上
保
安
庁
の
船
舶
の
番
号
及
び
標
識
（
昭
和

二
十
四
年
海
上
保
安
庁
告
示
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
巡
視
艇
の
部
中
「
PC
115

あ
わ
ぐ
も
」
を
「
PCPC

115

あ
わ
ぐ
も

116

し
ま
ぐ
も
」
に
改
め
る
。

第
三
条

海
上
保
安
庁
の
船
舶
の
番
号
及
び
標
識
（
昭
和

二
十
四
年
海
上
保
安
庁
告
示
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
巡
視
船
の
部
中
「
PL
109

し
き
ね
」
を
削
る
。

第
四
条

海
上
保
安
庁
の
船
舶
の
番
号
及
び
標
識
（
昭
和

二
十
四
年
海
上
保
安
庁
告
示
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
巡
視
船
の
部
中
「
PL
65

く
に
が
み
」
を
「
PLPL

65

く
に
が
み

66

し
き
ね

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
中
第
一
条
の
規
定
は
平
成
二
十
一
年
七
月
三

十
一
日
か
ら
、
第
二
条
の
規
定
は
平
成
二
十
一
年
八
月
二

十
四
日
か
ら
、
第
三
条
の
規
定
は
平
成
二
十
一
年
九
月
四

日
か
ら
、
第
四
条
の
規
定
は
平
成
二
十
一
年
十
月
七
日
か

ら
施
行
す
る
。
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